
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙葉が背部で一体となった本文と、表表紙と裏表紙の２枚の用紙を貼り合わせた２枚合
紙のソフトカバーとで構成されており、本文の背に対応する部分より僅かに広い幅の帯状
未接着領域を形成して表表紙と裏表紙とが貼り合わされ、帯状未接着領域に対応する裏表
紙の表面に本文の背部が接着するとともに裏表紙の表面が本文の両端頁におけるのど部分
とも僅かの幅で接着するようにして本文がソフトカバーにくるまれていることを特徴とす
る並製本。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表装材の形態で区分するところの並製本、外国ではソフトカバーと呼ばれる様
式の本に関するものであり、この中でも特に、刷本の固定方法で区分するところの無線綴
方式或いはアジロ綴方式の並製本に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に造本の上からすると、印刷された刷本を所定のページに揃え、何らかの方法（接着
剤、金具、糸等）で固定し、装丁用材料でカバリングし、かつ規定の寸法に断裁した製品
（規定サイズに刷本を断裁したのちに、装丁用材料でカバリングする方法もある）を本と
称している。かかる本の種類は種々雑多ではあるが、刷本の固定方法の観点から本を分類
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すれば、中綴本、平綴本、無線綴本、アジロ綴本、糸かがり本、サンドソウイング本等に
区分することができ、また表装材の形態の観点から本を分類すれば、並製本、上製本、仮
製本等に区分することができる。
【０００３】
例えば、電話帳や各種単行本などの厚手の本については、主として安価に製本し得る本の
種類が求められており、表装材の形態で区分するところの上記並製本と呼ばれるものが、
またかかる並製本のうちでも刷本の固定方法で区分するところの上記無線綴本或いはアジ
ロ綴本と呼ばれる形態のものが従来より一般的に選択採用されている。
【０００４】
ここで、並製本とは、印刷された紙等の単一表紙で本文刷本をくるむ様式のものであり、
大半のものが表紙と本文とを同一寸法に化粧裁ちした形態を採っている。いわゆる雑誌類
の殆どがこの様式であって、外国ではソフトカバーと呼ばれており、ペーパーバックが代
表的な製品である。また、無線綴本とは、刷本の背部から２～３ｍｍを切削して接着剤で
固定し且つ同じ接着剤で表紙をカバリングする方式により作られる本であり、アジロ綴本
とは、刷本（折丁）の背にスリット状の加工を施して接着剤で刷本同士を固定し且つ表紙
をカバリングする方式により作られる本であって、先の無線綴本より接着力が増すもので
ある。
【０００５】
つまり、電話帳や各種単行本などの厚手の本には、主に無線綴方式又はアジロ綴方式のソ
フトカバーを用いる並製本が採用されており、具体的に説明すると、無線綴方式の並製本
は、製本機にて刷本を丁合した後、この丁合された刷本の背の部分を２～３ｍｍ切断し、
その切断面を引っかいて足掛かりをつけ、そこに接着剤を塗布してソフトカバーの表紙を
くるんで貼っておき、仕上げ裁ち（接着剤にはホットメルトが多く使われるので、すぐに
仕上げ裁ちができる）をして製造されるものであり、またアジロ綴方式の並製本は、製本
機にかける前の段階にて刷本（折丁）の背にスリット状の加工を施しておき、かかる刷本
を製本機にて丁合した後、この丁合された刷本の背部に接着剤を塗布してソフトカバーの
表紙をくるんで貼っておき、仕上げ裁ち（接着剤にはホットメルトが多く使われるので、
すぐに仕上げ裁ちができる）をして製造されるものである。
【０００６】
この無線綴方式或いはアジロ綴方式の並製本は、糊付けした背の部分が固いために本を開
いて広げた状態にするのが難しいが、例えば、ガイドブックや各種取扱い説明書の類、各
種テキストやマニュアルの類などでは広げた状態になって欲しい時が多くある。背の糊付
け部分を軟らかくして折れ曲がるようにすれば良さそうであるが、そうすると背に折れ筋
が生じて店頭等において商品価値がなくなってしまう。そこで、背の幅より広いテープを
その両端で表紙裏側の中央に貼った特殊な表紙を作っておき、あとは通常の並製本ライン
で本文をくるむことにより、背の裏側に未接着部分を形成するようにした無線綴本（この
場合、テープで刷本を固定するので、刷本にスリット等の接着剤を浸透させるための加工
は不要なので無線綴本となる）が知られている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上記した如き特殊な表紙を使用して製本された無線綴本は、背の部分では表紙とテープと
が接着しておらず、本を開けて広げた時にテープは本文と共に曲がるが表紙の背の部分は
浮き上がって曲がらないので、外から見ると背の部分が綺麗に保たれるという利点を有し
ているが、表紙にテープを貼り付けておくのに特別な機械を使用する必要があるため、製
本コストが相対的に高くなり、低価格を売り物にしている無線綴本の利点を損なうという
問題点がある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記の問題点を解決するために、本発明は、無線綴方式或いはアジロ綴方式の並製本に
おいて、そこに用いる表装材（表紙）に２枚合紙のソフトカバーを採用することで、普通
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の製本機をそのまま使用して安価に製本することができ、背を曲げても見た目には折れ筋
を生じないようにした。

【０００９】
【発明の実施の形態】
　本発明の並製本は、 紙葉が背部で一体となった本文と、表表紙と裏表紙の
２枚の用紙を貼り合わせた２枚合紙の とで構成されており、本文の背に対応
する部分より僅かに広い幅の帯状未接着領域を形成して表表紙と裏表紙とが貼り合わされ
、帯状未接着領域に対応する裏表紙の表面に本文の背部が接着する

ようにして本文が にくる
ようにしたものである。 裏表紙には本文が貼り合わせられるので、強度の点
から上質系で所定の厚さの用紙を使用する必要がある。
【００１０】
　 は表表紙になる印刷済みの用紙と裏表紙になる印刷無し又は印刷済みの用
紙の２枚を多面付けで貼り合わせ、所定のサイズに切断することで容易に作製できる。既
存の貼り合わせ機を使用して多面付け貼り合わせを行い、これを所定枚数に裁断すればよ
い。貼り合わせ工程は、表表紙になる用紙を送りながら、その裏面に糊塗布機により帯状
の糊付け部分を形成し、その上から裏表紙となる用紙を重ねて貼り合わせる。この帯状の
糊付け部分は、本文の背に対応する部分より僅かに広い幅の未塗布領域を中央に残して２
本形成するとともに、表表紙の両サイドとなる部分にもそれぞれ形成する。表表紙と裏表
紙は端に沿って接着していれば良いので、必ずしも、中央の未塗布領域以外の全てに糊付
けを行う必要はない。
【００１１】
　刷本を丁合して本文を作製し、その本文を上記２枚合紙の でくるむ製本工
程は、従来の無線綴機を使用して行えばよい。すなわち、無線綴方式であれば、丁合、ミ
ーリング（切り削り）、ラフニング（荒び出し）、くるみ、仕上げ断裁の各工程を順次行
い、アジロ綴方式であれば、アジロ加工済の刷本を準備して、丁合、くるみ、仕上げ断裁
の各工程を順次行う。ここで、くるみ工程では本文の背の部分に糊付けし、
を給紙して貼り合わせるが、裏表紙における帯状未接着領域の丁度真ん中に貼り合わせる
。すなわち、表表紙と裏表紙を中央で貼り合わせてある２本の糊付け部分が本文の背の部
分より略均等に外側となる位置で貼り合わせる。この場合、裏表紙の表面を本文の両端頁
におけるのど部分とも僅かの幅で接着させる。したがって、本文の背の部分とその両サイ
ドののど部分に裏表紙を接着する。
【００１３】
【実施例】
図１は本発明に係る並製本のうちの無線綴方式によるものの一例を示す断面図、図２はそ
の作製手順の説明図、図３は開いた状態で示す断面図である。なお、前述したように、本
発明は特殊な２枚合紙のソフトカバーを用いる並製本であって、無線綴方式によるものと
アジロ綴方式によるものとがあるが、実施例では無線綴方式によるもので代表させて説明
する。
【００１４】
　図１に示すように、この無線綴本Ｍは、紙 背部で一体となった本文１とこれをくる
んだ２枚合紙の ２とからなる。 ２は表表紙２１と裏表紙２２の
２枚の用紙を貼り合わせたものであるが、本文１の背に対応する部分より両側に５ｍｍ程
度ずつ広い幅の帯状未接着領域３を間に形成して幅１ｃｍ程度の２本の糊付け部分４，５
が設けられ、さらに の両端にもそれぞれ幅１ｃｍ程度の糊付け部分６，７
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すなわち、本発明の並製本は、紙葉が背部で一体となった本文と
、表表紙と裏表紙の２枚の用紙を貼り合わせた２枚合紙のソフトカバーとで構成されてお
り、本文の背に対応する部分より僅かに広い幅の帯状未接着領域を形成して表表紙と裏表
紙とが貼り合わされ、帯状未接着領域に対応する裏表紙の表面に本文の背部が接着すると
ともに裏表紙の表面が本文の両端頁におけるのど部分とも僅かの幅で接着するようにして
本文がソフトカバーにくるまれていることを特徴としている。

上記の如く、
ソフトカバー

とともに裏表紙の表面
が本文の両端頁におけるのど部分も接着する ソフトカバー まれる

したがって、

ソフトカバー

ソフトカバー

ソフトカバー

葉が
ソフトカバー ソフトカバー

ソフトカバー２



が設けられている。 ２は、表表紙２１となる用紙の裏面にこれら糊付け部分
４～７を塗布形成し、その上から裏表紙２２となる用紙を重ねて貼り合わせた後に裁断し
て形成したものである。例えば、貼り合わせは２×２の４面付けで行い、これを４枚に断
裁すればよい。
【００１５】
　この ２を用いて既存の無線綴機により図１に示す無線綴本Ｍを作製するが
、 ２を付けるくるみ工程においては、図２に示す如く本文１の背の部分に接
着剤８を塗布してから、２枚合紙の ２の裏表紙２２の側で貼り合わせる。こ
の場合、裏表紙２２における帯状未接着領域３の丁度真ん中に本文１の背の部分を合わせ
る。これにより２本の糊付け部分４，５が本文１の背の部分から左右に略均等な距離だけ
外側となる。また 文１の両端頁におけるのど部分１１，１２にも２ｍｍ程度の幅で接
着剤８を塗布しておき、裏表紙２２の表面をここにも貼り合わせる。
【００１６】
　上記のようにして製本した図１の無線綴本Ｍを開いて広げると、図３に示すように、

２の裏表紙２２は本文１の背の部分とともに曲がるが、表表紙２１の背の部分
は帯状未接着領域３により裏表紙２２と離れているので曲がらずに平らな状態を保つ。
【００１８】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明の並製本は、表紙 に表表紙と裏表紙
の２枚の用紙を貼り合わせた２枚合紙を使用し、本文の背に対応する部分より僅かに広い
幅の帯状未接着領域を形成して表表紙と裏表紙とを貼り合わせ、帯状未接着領域に対応す
る裏表紙の表面に本文の背部が接着する

ようにして本文を でくるむようにしたので、
普通の製本機を使用して製本できることから、背に折れ筋を生じない無線綴方式の並製本
或いはアジロ綴方式の並製本を、これらの形態の本の本来目的とする低価格を維持したま
まで製本をすることができる。また、裏表紙に強度のある紙を使用することで、高い強度
を持たせることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る並製本のうち無線綴方式によるものの一例を示す断面図である。
【図２】　図１に示す無線綴本の作製手順の説明図である。
【図３】　図１に示す無線綴本を開いた状態で示す断面図である。
【符号の説明】
　Ｍ　無線綴本
　１　本文
　１１，１２　のど部分
　１３，１４　見返し用紙
　２　ソフトカバー
　２１　表表紙
　２２　裏表紙
　４，５，６，７　糊付け部分
　８　接着剤
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ソフトカバー

ソフトカバー
ソフトカバー

ソフトカバー

、本

ソ
フトカバー

としてのソフトカバー

とともに裏表紙の表面が本文の両端頁におけるの
ど部分とも僅かの幅で接着する ソフトカバー



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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